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３-１ MS-Word形式オンラインドキュメント
サーバーシステム
-（省略）
クライアントシステム
-インストール
クライアントシステムはLHD実験解析ユーザ共有ディスク領域にLZH自己解凍形式(.exe)で圧縮して格納しています．実行可能ファイルになっていますので，このファイルを実行することで内容が解凍され指定の場所に展開，自動セットアップが行われます.
クライアントシステムを解凍インストールする場所は解凍時に指定することができますが，デフォールトの指定ディレクトリ c:\plasma を変更せずそのままインストールすることを強く推奨します．（後述）
自己解凍実行プログラムは所定のディレクトリを作成し，その下にクライアントシステムの構築を行います．c:\plasma ディレクトリがクライアントシステムのベースディレクトリとなります（以下ベースディレクトリを c:\plasma と仮定して説明します。）。
-サブディレクトリ構成
ディレクトリ名称

説  明

bin


クライアント実行ファイル格納ディレクトリ

data
OUTPUT
dac
DACカード設定ファイル格納ディレクトリ



do
DOカード設定ファイル格納ディレクトリ



gpib
GPIBカード設定ファイル格納ディレクトリ



serial
SERIALカード設定ファイル格納ディレクトリ



to
TOカード設定ファイル格納ディレクトリ


SAVE

論理チャンネルデータ保存ファイル格納ディレクトリ

env


環境設定ファイル格納ディレクトリ

gcc
bin

gccコンパイラ関連ファイル格納ディレクトリ


include

gccインクルードファイル格納ディレクトリ


lib

gccライブラリファイル格納ディレクトリ

log


エラーログファイル格納ディレクトリ

src
com

共通プログラム格納ディレクトリ
（インストールプルグラムには含まれず）

control

出力データグラフ表示プログラム格納ディレクトリ


DataBase
データベース関連プログラム格納ディレクトリ


DataSaver
データ保存プロセスプログラム格納ディレクトリ


graph

グラフ作成プログラム格納ディレクトリ


Ifcard

I/Fカード設定プログラム格納ディレクトリ


include

インクルードファイル格納ディレクトリ


Log

エラーログ情報表示プログラム格納ディレクトリ


Logical

論理チャンネル情報設定プログラム格納でディレクトリ


net

RPC通信関連プログラム格納ディレクトリ



rpc
RPCGEN作成プログラム格納ディレクトリ


res

リーソースファイル格納ディレクトリ


Sequencer
コマンドファイルエラー判定プログラフ格納ディレクトリ

temp


一時作業ファイル格納ディレクトリ

tools
DataMake
出力データテンプレートファイル格納ディレクトリ


rpcSrcMake
RPCGEN作成ファイル修正プログラム格納ディレクトリ

-サーバーシステムIPアドレスファイルの作成
クライアントシステム中のサブディレクトリ c:\plasma\env で接続するサーバーシステムを指定するためのIPアドレス設定ファイル "plasmaIp.mst" を編集します。このファイルはテキスト形式です。「#」で始まる行はコメント行です。「$」で始まる行にIPアドレスを記述してください。それ以外の行は無視します。
一つのサーバーシステムIPアドレスを一行に記述してください。プラズマ計測制御クライアントシステムはここに記述されているサーバーのみ計測制御が可能です。
また、IPアドレス設定ファイル記入順にシャシNo.が付けられます。
# PLASMA計測制御SYSTEM 環境ﾌｧｲﾙ
#

# '#' はｺﾒﾝﾄ行
# '$' はｼｬｼの区切り、後ろに接続先VMEの(通信CPUの)IPｱﾄﾞﾚｽを記入する。
#

$ 133.75.61.240

#$ 133.75.61.236

-クライアントシステム設定ファイル
プラズマ計測制御クライアントシステムで必要な環境変数を設定します。このファイルはWindowsプロファイル形式で WindowsNTシステムディレクトリ(c:\WINNT 等)に "plasma.INI" と "DataServer.INI" のファイル名で作成します。クライアントシステムインストールディレクトリが "c:\plasma" であれば、特に変更の必要はありません。例えば D: ドライブや  "c:\plasma" 以外のディレクトリにインストールした場合には，両方のファイルで以下のように "c:\plasma" と指定されている箇所の修正が必要になります。
#

# Plasma Measure System profile

#

 [PATH]

PATH=c:\plasma\bin

GPIBDATAPATH=c:\plasma\data

SERIALDATAPATH=c:\plasma\data

IPFILE=c:\plasma\env\plasmaIp.mst

SETTINGDATAPATH_TO=c:\plasma\data\output\to

SETTINGDATAPATH_DO=c:\plasma\data\output\do

SETTINGDATAPATH_DAC=c:\plasma\data\output\dac

SETTINGDATAPATH_GPIB=c:\plasma\data\output\gpib

SETTINGDATAPATH_SERIAL=c:\plasma\data\output\serial

[OUTPUT DATA MAKE]

DATAMAKECOMPILE=c:\plasma\tools\dmcomp.bat

DATAMAKEEXECUTE=c:\plasma\tools\datamake.bat

DATAMAKETEMPLATE=c:\plasma\tools\datamake\template.c

DATAMAKESOURCE=c:\plasma\tools\datamake\datamake.c

DATAMAKECOMPLOG=c:\plasma\tools\dmcomp.log

DATAMAKEEXECLOG=c:\plasma\tools\datamake.log

-システム変数の設定
プラズマ計測制御システムでは、市販、またはその他の開発ツール、アプリケーションを使用して構築しているため、それらのパスを設定する必要があります。
「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」-「ｼｽﾃﾑ」でﾕｰｻﾞｰ環境（ｼｽﾃﾑ環境でもよい）の Path に以下の値を設定（追加）してください。

設定する値

意味


· c:\plasma\bin

グラフ表示ツールDLLのパス


· c:\plasma\gcc\bin
出力データファイル作成コンパイラのパス


表 5 システム環境変数追加一覧
オンラインドキュメント一覧
-MS-Word形式オンラインドキュメント
LHD実験解析ユーザ共有ディスク領域に常に最新版が置かれています．これらは全て WWWホームページとしても同時に提供されますので，参照は出来るだけ WWW からご利用ください．非常に頁数が多いのでプリンタでの紙出力は出来るだけ控えましょう．

ファイル名
表題





対象
ｻｲｽﾞ
· plasma1.doc
インストール／環境設定マニュアル

ユーザ
    81kB
· plasma2.doc
ソフトウェア取扱説明書


ユーザ
21,056kB
· plasma3.doc
GP-IB,SERIALコマンドシーケンサ解説書
ユーザ    175kB
· plasma4.doc
サーバシステム詳細設計書


開発者
· plasma5.doc
サーバシステムクラス定義設計書

開発者
· plasma6.doc
クライアントシステム詳細設計書

開発者
· plasma7.doc
クライアントシステムクラス定義設計書
開発者
表 6 MS-Word形式オンラインドキュメント一覧
